
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
二
巻
第
二
号

平
成
六
月
三
月

二
二
二

中
世
曹
洞
宗

に
お
け
る
夜
参
に
つ
い
て

安

藤

嘉

則

一

は
じ

め
に

禅
林
に
お
け
る

「夜
参
」
と
は
、
已
に

『
禅
苑
清
規
』
第
五
巻

「堂

頭
煎
点
」

に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
晩
間
に
行
わ
れ
る
小
参
、
即
ち

晩
参
と
し
て
解
さ
れ
て
い
る

(禅
学
大
辞
典
)。
(尚
こ
の

「堂
頭
煎
点
」
は

住
持
に
よ
る
行
茶
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。)
と
こ
ろ

で
洞
門

で

は

『
瑩
山
清
規
』
に
結
制
安
居

の
前
日
十
四
目
に
行
茶
な
ら
び
に
小
参
が

行
わ
れ
、

こ
れ
が
近
世
の
諸
清
規
に
お
い
て
、
大
夜
参
、
大
夜
参
茶
と

な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
現
在
の
行
事
規
範
で
は
、
十
四
日
、
晦
日
の
月

分
行
事
と
し
て
、
住
持
が
大
衆
に
行
茶
し
、
口
宣
を
述
べ
る

「夜
参
行

茶
」
が
定

め
ら
れ
、
洞
門
で
は

「
夜
参
」
と
い
う
と
、
実
質
的
に
は
茶

礼
行
事
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ

で
今
、

こ
こ
に
検
討
し
よ
う
と
す
る
夜
参
と
は
、
中
世
か
ら

近
世
初
頭

に
至
る
曹
洞
禅

の
参
禅
方
法
の

一
つ
で
あ
り
、
当
時
の
代
語

禅
的
な
性
格
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
今
日
で
は
そ
の
伝
統
も
全
く
失
わ

れ
て
し
ま

っ
た
修
行
形
態
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
多
く
の
叢
林
に
お
い

て
、

一
定
の
期
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
、
十
七
世
紀
頃
ま
で

一
定
の

体
系
の
下
に
こ
の
参
禅
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
り
、
以
下
に
お
い

て
、
こ
の
夜
参
に
つ
い
て
代
語
集

・
代
語
抄
、
ま
た
門
参
類
な
ど
を
主

な
資
料
と
し
て
、
そ

の
概
容
を
述
べ
て
み
た

い
。

二

代

語

・
代
語

抄

に
お
け

る
夜

参

江
戸
期
に
入
る
と
、
曹
洞
宗
で
も
幕
府
の
宗
教
政
策
を
荷
う
べ
く
、

総
寧
寺

・
大
中
寺

・
龍
穏
寺

の
関
三
刹
に
よ
る
宗
門
支
配
が
確
立
さ
れ

る
が
、
そ
の
宗
門
に
お
け
る
権
威
を
象
徴
す

る
か
の
よ
う
に
、
十
七
世

紀
中
頃
こ
れ
ら
三
刹
の
和
尚
た
ち
の
代
語
集
が
、
中
世

の
世
代
に
辿

っ

て
数
多
く
出
版

さ
れ

て

い
る
。
こ
れ
ら
の
代
語
集
を
見
る
と
、
開
山

忌

・
歴
住
忌

・
結
制

・
解
制
等

の
叢
林
行
事

や
端
午

・
七
夕

・
冬
至
と

い
っ
た
年
中
行
事
に
因
み
、
各
和
尚
が
古
則

を
掲
げ
、
そ
の
境
涯
を
端

的
に
代
語

・
着
語
と
し
て
衆
に
示
し
て
い
る
。

こ
れ
は
ほ
ぼ
年
分
行
事

の
順
に
従

っ
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
当
時

の
叢
林
の
行

事
内
容
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら

の
行
事

の
中
に
、
夜
参

の
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中
世
曹
洞
宗

に
お
け

る
夜
参

に
つ
い
て

(安

藤
)

二
二
三

開
始

・
終
了
に
関
す
る
代
語
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
肋

る
。
例
え
ば
大
中
寺
四
世
龍
洲
文
海

の

『龍
洲
代
』
(万
治
二
年
刊
)
病

は
、
次

の
よ
う
な
代
語
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

曹
山
録
在
之

夜
参
始

宗
門
有
八
要
玄
機
、
回
互
不
回
互
宛
轄
傍
参
椹
機
密
用

正
按
傍
提
。
拶
畢
寛
是
唱
和
那
箇
之
旨
。
代
-

君

看

双
眼

色
、

君

看

双

眼

色

翰
墨
全
書
有
之

大
化
仁
禅
師
本

来
人
答
語
也

(下
、
二
十

一
、
才
)

こ
の

『龍
洲
代
』
で
は
、
こ
の
他
十
五
例
の
夜
参

の
代
語
が
見
え
、

さ
ら
に
大
中
寺
七
世
天
嶺
呑
補
の

『
天
嶺
代
』
が
二
〇
例
、
総
寧
寺
十

三
世
巨
海
良
達
の
『
巨
海
代
』
が

一
〇
例
、
同
十
九
世
大
渕
文
刹
の
『大

渕
代
』
が
四
例
、
同
二
十

一
世
高
国
英
峻
の

『高
国
代
』
が
七
例
、
と

い
う
よ
う
に
、
「
天
下
の
大
僧
録
」
に
あ

っ
た
、
こ
れ
ら

了
庵
派
の
和

尚
達
は
、
そ
の
門
庭
接
化
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
必
ず
こ
の
夜
参
を
用

い
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
こ
れ
ら
の
夜
参

の
代
語
は
、
各
和
尚
が
関
三
刹
に
住
持
し
た

期
間
に
限
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
前
出
の
天
嶺
呑
補
の
場
合
、

七
ケ
寺

に
晋
住
し
て
い
る
が
、
夜
参
の
代
語
は
洞
林
寺
で
二
回
、
春
昌

(1

)

寺
で
四
回
、
傑
峯
寺
で
二
回
、
大
中
寺
で
五
回
、
伝
嬰
院
で
五
回
、
最

乗
寺
で
二
回

(計
二
+
回
)
と
い
っ
た
内
分
け
と
な

っ
て
い
る
。
こ
う
し

て
み
る
と
、
夜
参
な
る
修
行
方
法
は
、
比
較
的
小
規
模
の
叢
林
か
ら
、

関
三
刹

・
最
乗
寺
と
い
っ
た
大
寺
院
に
至
る
ま
で
、
関
東
の
了
庵
派
の

寺
院
を
中
心
に

一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
夜
参

の
修
行
の
開
始
は
、
各
々
の
代
語
集
に
お
い
て
夏
入
も
し

く
は
冬
安
居
入
り
の
代
語
の
す
ぐ
後

に

こ
の

「夜
参
始

(初
)
」
の
代

語
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
夏
冬

の
結
成
安
居
に
入

っ
て
、
ま
も

な
い
時
期
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
代
語
集

の
多
く
に
は
、
抄
が
成

っ
て
お
り
、
夜

参
に
関
す
る
よ
り
詳
し
い
説
明
が
見
ら
れ
る
の
で
以

下

に
提
示

し

た

い
。ω
〇
私
二
、
夜
参

ハ
首
句
三
ッ
ヲ
九
夜

二
分
ケ
、
九
夜
ヲ
亦
タ
†
七
夜

二
分

　
ヲ
　
カ

ケ
行

フ
ト
云
モ
、

ソ
コ
く

二
節

々
ヲ
定

メ
テ
於

テ
、
著
語

フ
サ
セ
テ
修

カ
ウ

ア

ツ

行

ノ
甲

乙
ヲ
弁

ズ

ル

ハ
、
細
密

二
心
得

サ
セ
ウ
ズ
為

ダ
。

(
『
巨
海
代

抄
』

上
、

二
七
、

オ
)

②
夜
参

ハ
曹
洞
秘
密

ノ
行
事

ナ
程

二
、
室
中

二
向

テ
久
参

上
士
五
箇
三
箇
計

リ
デ
行

ウ
者

ダ
。
夜

参

ハ
初

メ
句
三

ッ
ヲ
九
透
リ

ニ
分

ヶ
、

九
透

ヲ
三
九

二
十

七
夜

二
行

ウ
テ
、
締

ヲ
乱

シ
タ
如

ク
ソ
コ
く

デ
節

シ
ヲ
験

ル
ガ
綿

密

ノ
旨
ト
云

テ
、
綿

密

ノ
旨

ヲ
バ

ナ

ン
ト
提
唱

シ
…様
ズ
。
(
『
大
淵
代
抄
』

一
、
八
、

ウ
)

③
生
得

、
夜
参

ハ
句

一
ツ
デ
行

ウ
ズ
コ

ナ
ガ
、
三
位

ヲ
九
夜

二
分

ケ
、
九
透

リ
ヲ
†
七
夜

二
分

ケ
、
其

コ
く

デ
修
行
ヲ
験

ム
ル
ガ

妙

密

ノ
鉗

鎚

ダ

ゾ
。

(『
鉄
外
代
抄
』

二
、

二
三
、

オ
)

㈲
捻
別
夜
参

ハ
洞

上
ノ
秘

訣

ナ
呈

二
、

廿
七
夜

ガ
間
ダ
綿

々
密

々
。執
行

ウ

テ
片
落

ヌ
ガ
紹
続

ノ
旨

ゾ
。

(
『鉄
外

代
抄
』

三
、

一
九
、

ウ
)

こ

れ

ら

の
代

語

抄

の
記

述

に
よ

る

と

、

夜
参

は

「
洞

上

ノ
秘
訣

」

と

し

て

「
堂
奥

室

内

」

に

お

い

て

「
久

参

上

士

五
箇

三
箇

計

リ
」

で

行

う
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中
世
曹
洞
宗

に
お
け

る
夜
参

に

つ
い
て

(安

藤

)

二
二
四

修
行
で
あ
り
、
二
十
七
夜

(三

・
九

・
二
十
七
夜
)
の
期
間
に
定
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
の
二
十
七
夜
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

は
、
「首
句

(頭
句

・
初

メ
句
)
三
ツ
」
を
九
に
分
け
さ
ら
に

こ
れ
を

二
十
七

に
分
け
た
も
の
で
あ
る
。

三

門

参
類

に
見

ら
れ

る
夜
参

と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
洞
上
の
夜
参
修
行
に
つ
い
て
、
代
語

・
代
語
抄

類
で
は
、
具
体
的
に
如
何
な
る
古
則

・
話
頭
を
二
十
七
夜
で
参
究
し
て

い
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
る
に
神
奈
川
県
小
田
原
市

香
林
寺

に
伝
わ
る
数
多
く
の
門
参
類

の
中
に
、
以
下

の
よ
う
な

「大
樹

(
2
)

派
夜
参
之
目
録
」
「
密
山
派
夜
参
之
目
録
」
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

③
大
樹
派

夜
参
之
目
録

*
案
山
点
頭

*
白
雲
功
尽
青
山
秀

*
透
過
那
辺
看
方
有
出
身
路

*
万
機
休
罷
千
聖
不
携

*
寒
炉
無
火
独
臥
虚
堂

*
宝
殿
無
人
不
侍
立
、
不
種
ー

*
江
国
春
風
吹
不
起
、
鶴
鵡
1

*
當
処
便
是
鳳
厘
城

*
天
然
貴
胤
本
非
功

*
坐
底
坐
受
用
立
底
立
承
当

*
楼
閣
千
家
月
江
湖
万
里
秋

*
徳
合
乾
坤
育
勢
隆

*
百
姓
日
用
不
知

*
月
不
知
明
月
秋

*
王
不
存
王
位

*
湘
之
南
潭
之
北

*
月
船
不
犯
東
西
岸

空
王
殿
上
絶
知
音

*
五
台
拍
手
峨
媚
笑

*
黒
灼
欄
銀
蹄
白
象
毘
需
騎

三
世
諸
仏
不
知
有
狸
奴
白
1

⑤
密
山
派
夜
参
之
目
録

*
案
山
点
頭

*
丹
鳳
不
栖
梧

*
那
辺
-

路

*
百
姓

日
用
不
知

*
脚

跨
当

門
1
ー
方

*
王
不
存

王
位

*
懐
州
牛
ー

腹

物
外
独
騎
-

鐘

三
世
諸
ー

知
有

*
万
機
休
罷
千
聖
不
携

*
寒
炉
ー

堂

*
宝
殿
-

鳳
来

*
坐
底
坐
-

当

*
楼
閣
-

秋

*
徳
合
乾
-

隆

*
江
国
春
風
-

裡

*
当
処
i

城

*
天
然
上

非
功

*
湘
之
南
潭
之
北

*
月
船
不
犯
-

枢
密
不
得
旨

因
み
に
大
樹
派
と
は
大
綱
下
、
密
山
派
は
無
極
下
で
あ
り
、
こ
こ
に

了
庵
派
の
綱
極
二
派
に
お
い
て
、
参
究
さ
れ

て
い
た
夜
参
の
二
十

一
の

話
題
が
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
石
川
力
山
氏
に
よ

っ
て
能
登
永
光
寺

に
伝
わ
る

「夜
参
作
法
七

(
3
)

透
之
分
」
(「夜
参
作
法
」
と
略
)
と
い
う
文
献
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
全
八
十
八
の
話
題
を
掲
げ
、
こ
れ
を

一
透

・
二
透

・
三
透
、
法
眼

宗

一
透

・
二
透

・
三
透
、
対
帯
之
透

・
兼
帯
之
透

・
双
帯
之
透
に
分
類

し
た
も

の
で
あ
る
が
、
各

々
の
透
は
、

い
わ
ゆ
る
曹
洞
三
位
と
い
う
自

己

・
智
不
到

・
那
時
と
い
う
公
案
体
系
を
基
本
的
な
枠
組
み
と
し
て
構

成
さ
れ
、
各
話
題
が

こ
う
し
た
体
系

の
中
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
前
出
の
香
林
寺

の
二
つ
の
夜
参

の
目
録
と
こ
の

「夜
参
作

法
」
と
対
照
し
て
み
る

と
、
ω
前
掲
資
料

の
大
部
分
の
話
題

(
*
を
付
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中
世
曹
洞
宗

に
お
け
る
夜
参

に

つ
い
て

(
安

藤
)

二
二
五

し
た
も
の
)
が

一
致
す

る

こ
と
、
②
各
透
を
構
成
す
る
曹
洞
三
位
の
枠

組
と
話
題
の
順
序
は
例
外
な
く

「夜
参
作
法
」
の
そ
れ
に

一
致
す
る
こ

と
等
が
指
摘
さ
れ
、
大
樹
派
と
密
山
派
の
両
目
録
に
お
け
る
諸
の
話
頭

が
、
決
し
て
無
作
意
に
列
挙
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら

に
加
賀
大
乗
寺
に
は

『夜
参
之
盤
』
な
る
文
献
が
所
蔵
さ
れ
て

い
る
が

、
こ
れ
は
①

「序
」
、
②

「目
録
」、
③

「夜
参
之
盤
」、
④

「夜

参
因
由
井
句
法
抜
注
」
、
⑤

「夜
参
之
図
」
か
ら
構
成
さ
れ
、

こ

の
う

ち
③
で
は
、
「
死
活
当
頭
」
「転
凡
入
聖
」
「異
類
之
筋
目
」
「花
之
筋
目
」

「
宏
智
鉄
銀
金
」
等
の
主
題
に
従

っ
て
、
諸

の
話
頭
が

九
分
割

の
表
に

配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
九
分
割
の
表
も
、
前
出
の
自
己

・
智

不
到

・
那
時
の
三
位
を
基
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
こ
こ
に

一
例
と
し
て
示
し
た

「異
類
之
筋
目
」
は
、
半
馬
等

の
異
類
に
関
す
る
話
頭
を
集
め
て
、
夜
参
九
透
の
体
系
に
そ
れ
ぞ
れ
あ

て
は
め
、
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

尚

こ
の

『夜
参
之
盤
』
に
対
し
て
、
別
系
統
の
異
本
と
も
い
う
べ
書

(
4
)

が
、
美
濃
龍
泰
寺

に
伝
わ
る

『
宗
門
之

三
大
事
偈
縁
』
で
あ
る
。
本
書

ハ

へ

の
題
目
は
明
ら
か
に
、
①

の

「
序
」

の
冒
頭

の

一
文

「
夫
夜
参
者
、
宗

ヘ

ノ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

テ

ニ

門

一
大

事

因

縁

也

。

叶

レ
句

、

不

レ
叶

レ
意

…

…
」

に
依

拠

し

、
最

終

丁

ヘ

ヘ

へ

に
は

「祥
雲
山
龍
泰
寺
夜
参
盤
之
終
也
」
と
あ
る
。
内
容
も

『夜
参
之

盤
』
の
③
④
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
両
者
は
必
ず
し
も
全
同
で

は
な
く
、
今
後
慎
重
に
比
較
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
こ
れ
ら

『
夜
参
之
盤
』
『宗
門
之

一
大
事
因
縁
』
で
取

り

上
げ

ら
れ
て
い
る
諸
の
話
題
と
そ
の
位
置
づ
け
も
、
香
林
寺

・
永
光
寺

の
前

出
の
夜
参
の
資
料
と
合
致
し
て
お
り
、
洞
上
の
夜
参
に
お
い
て
用
い
ら

れ
た
話
頭
が
、
か
な
り
限
定
的
、
か
つ
固
定
的
で
あ

っ
た
こ
と
が
理
解

で
き
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
夜
参
が
了
庵
派

の
み
な
ら
ず
、
門
派
を
越

え
、
永
光
寺
や
大
乗
寺
と
い
っ
た
明
峰
系
の
叢
林
に
お
い
て
も
同
様
に

参
究
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

こ
う
し
た
夜
参
に
お
け
る
師
家
と
学
人
と
の
や
り

と
り

は
、
「
曹
洞

ノ
秘
密
ノ
行
事
」
と
し
て
非
公
開
性

の
も

の
で
あ

り
、
『夜
参
之
盤
』
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中
世
曹
洞
宗

に
お
け

る
夜
参

に

つ
い
て

(安

藤
)

二
二
六

④

「夜
参
因
由
井
句
法
抜
注
」
に

此
透
ハ
、
何
レ
モ
此
格
ノ
句
ヲ
下
語
ス
ベ
シ
。
三
日
出
ス
ハ
、
足
土
ヲ
試

ル
也
。

一
日
ハ
当
ル
ト
モ
、
余
日
ハ
ヅ
レ
タ
ル
ハ
、
久
参
ト
難
レ
云
ナ
リ
。

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
話
頭
に
対
し
て
、
そ
の
端
的
を
示
す
着

語
を
久
参
の
学
人
に
付
け
さ
せ
て
、
点
検
を
行

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
無
極
派
下
の
神
足
ら
が
夜
参

の
そ
れ
ぞ
れ
の
話
頭
に

対
し
て
模
範
的
な
着
語
を
示
し
た
秘
書
が
、
先
の
香
林
寺
に

『無
極
派

夜
参
秘
訣
』
と
し
て
伝
わ

っ
て
い
る
。
例
え
ば
第

一
透
の
最
初
の

「自

己
」
の
話
頭
で
あ
る

「案
山
点
頭
」

に
対
し
て
、
月
江
正
文

・
泰
嬰
妙

康

.
日
峰

正
益

・
一
州
正
伊
ら
の
著
語
が
、
次
の
如
く
示
さ
れ
て
い
る
。

　
マ

マ

　
安
山
点
頭
〇
月
江
之
着
語
二
云
、
踏
翻
仏
祖
、
不
求
跡
繊
毫
、
触
着
成
火

坑
。
〇
泰
曼
之
着
語
二
、
露
柱
点
頭
三
千
里
外
走
。
〇
日
峯
着
語
、
視
自

己
如
冤
家
。
〇

一
州
着
語
二
、
纏
山
破
時
、
天
地
崩
烈
。
〇
花
嬰
着
語
二

取
ッ
テ
云
、
大
花
山
立
テ
叫
希
有
。
〇
蜜
山
着
語
二
、
樹
倒
藤
悟
。
〇
本

侍
者
着
語
二
、
端
的
失
端
的
。
〇
無
極
云
、
先
ッ
案
山
ト
ワ
死
処
ナ
リ
。

点
頭
ト
云
ワ
活
処
ナ
リ
。
(以
下
略
)

四

結

び

に
か
え

て

以
上

の
如
く
夜
参
に
関
す
る
諸
資
料
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、

中
世
か
ら
近
世
初
頭
に
至
る
曹
洞
宗
の
各
叢
林
で
は
、
夏
冬
の
安
居
中

の
重
要
な
接
化
方
法
と
し
て
、
こ
の
二
十
七
夜
の
夜
参
が
広
く
施
設
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
夜
参

の
起
源

に

つ

い
て

は
、
『
夜
参
之
盤
』
④

「夜
参
因
由
」
に
お

い
て
、
通
幻
寂
霊
に
こ
れ

を
求
め
る
説
が
提
示
さ
れ
る
も
の
の
、
こ
う

し
た
シ
ス
テ
マ
テ
ッ
ク
な

接
化
方
法
が
確
立
し
た
の
は
、
や
は
り
室
町
後
期
に
至

っ
て
か
ら
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
夜
参
の
話
題
の
体
系
は
各
門
派
を
通
し
て
か

な
り
固
定
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
二
十
七
夜
と
い
う
限
定
的
な
期
間
に

こ
の
九
透

(七
透
)
の
体
系
を
参
究
す
る
に
は
、
反
面
形
式
的
な
参
禅

に
堕
す
と
い
う
危
険
性
も
あ

っ
た
に
相
違

な

い
。
従

っ
て

「久
参
上

士
」
に
の
み
そ
の
門
戸
が
開
か
れ
た
と
い
う

の
も
、
こ
う
し
た
大
き
な

問
題
点
を
克
服
す
べ
く
、
当
然
の
制
限
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

1

た
だ
し
天
嶺
は
傑
岑
寺
に
大
中
寺
晋
住
の
前
後
二
回
に
わ
た
り
入
院

し
、
夜
参
の
代
語
も

一
回
ず
つ
と
な
っ
て
い
る
。

2

こ
の
香
林
寺
の
貴
重
な
資
料
に
つ
い
て
は
、
同
寺
住
職
で
駒
沢
大
学
教

授
の
松
田
文
雄
先
生
の
お
は
か
ら
い
に
よ
っ
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

3

石
川
力
山

「中
世
曹
洞
宗
切
紙
の
分
類
試
論

(五
)
―

叢
林
行
事
関

係
を
中
心
と
し
て

(続
)」
『駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
四
三

号
。

4

石
川
力
山

「美
濃
龍
泰
寺
所
蔵
の
門
参
資
料
に
つ
い
て

(中
)」
『駒
沢

大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
三
十
八
号
、
に
お
い
て
已
に
研
究
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

*

尚
、
脱
稿
後
、
佐
橋
法

『龍
長
国
閑
話
』

一
八
〇
頁
以
降
に
夜
参
に
関

す
る
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
得
た
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

夜
参
、
代
語
、
代
語
抄
、
門
参

(駒
沢
女
子
短
期
大
学
講
師
)
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